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久保・長江中学校区に係る小中一貫教育校開校準備委員会（第１回）議事録 

 

１ 日 時  令和５年１０月１０日（火） １９：００～２０：２５ 

２ 場 所  尾道市役所 ４階 大会議室２ 

３ 出席者  久保小学校長、長江小学校長、土堂小学校長、山波小学校長、 

       久保中学校長、長江中学校長 

       久保小学校育友会長、長江小学校育友会長、土堂小学校育友会長 

       山波小学校育友会長、久保中学校ＰＴＡ会長、長江中学校育友会長 

宮本教育長、川鰭教育総務部長、小柳学校教育部長、末國庶務課長 

三浦学校経営企画課長、石本教育指導課長 

（司会：宮崎学校経営企画課企画振興係長） 

４ 進 行 

担 当 内 容 

 

 

 

宮本教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19：00～  

１ 開会あいさつ 

 

皆様、こんばんは。 

昼間のお仕事などで大変お疲れのところ、第１回開校準備委員会に

お集まりいただきまして誠にありがとうございます。 

この度の学校再編によります統合小学校、統合中学校は新設校でご

ざいますので、ゼロからの新しい学校づくりということになります。ま

た、山波小学校を含む小中一貫教育校は、尾道で初めての学校となりま

す。そのため、校名や校章、制服をはじめ、通学支援や教育内容など、

検討すべき事項は多岐にわたりますので、開校までの１年６ヶ月の間、

計画的・組織的に、開校に向けた準備を進めていく必要がございます。

そこで、本日は第 1 回目の開校準備委員会でございますが、本準備委

員会の要綱や組織、そして校名の選定方法など、早速、担当者から説

明、提案をさせていただきたいと思いますので、それぞれの立場から積

極的にご意見をいただければと思っております。 

子供たちが、わくわくして開校の日を迎えることができますよう、皆

様でお互い知恵を出し合いながら、一つ一つ課題を解決して、開校に向

けた準備を進めていければと思っております。是非、皆様にお力を貸し

ていただけたらと考えております。 

以上、簡単ではございますが、開会にあたっての挨拶といたします。

それでは、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（報道関係者退席） 
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三浦副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 開校準備委員会設置要綱について 

 

開校準備委員会設置要綱は、意見交換会で案を見ていただいている

が、教育委員会で策定したので、読み上げて説明とさせていただく。 

 

（開校準備委員会設置要綱 朗読） 

 

３ 自己紹介 

 

（委員・出席者 自己紹介） 

 

４ 協議 

 

ここからは、設置要綱に基づき、委員長が議事を進行する。 

 

ここからは委員長を拝命した私が議事を進行させていただくが、場

面によっては私自身が提案をさせていただくこともあるかと思う。本

来は事務局が提案して、委員長が進行するのがよいが、中身によっては

使い分けさせていただく。 

資料２は、久保・長江中学校区小中一貫教育校開校準備委員会の推進

体制である。今行っている開校準備委員会が一番上の四角囲みのとこ

ろにあたる。開校準備委員会に３つの部会を設置し、様々なことについ

て検討を行っていく。 

総務等検討部会。ここでは、施設整備方針や備品、校章、校歌、開校

式典、閉校記念事業、移転準備、備品整理、ＰＴＡや学校運営協議会の

組織について検討する。担当を、教育総務部長、庶務課長、学校経営企

画課長が担当する。校長は土堂小学校の土居校長が部会長、久保小学校

の土井校長が副部会長。教頭は記載の２人。育友会・ＰＴＡの代表が決

まっていれば、この後、決まり次第教えていただきたい。それから、教

諭が１名と事務職員。教育委員会は宮崎と石川が担当する。 

生徒指導等検討部会の担当は、学校経営企画課長と教育指導課長。所

掌事務は、制服や体操服、カバンなどの学校規程品。通学の安全対策や

通学支援、通学方法、そして生徒指導規程等。担当校長は長江小学校の

加登谷校長が部会長、久保中学校の瀨戸校長が副部会長。教頭は記載の

２人。育友会・ＰＴＡで代表は、今後教えていただきたい。学校からは

生徒指導主事、保健主事が参画する。教育委員会は石川と山本が担当す

る。 
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長江小学校育友

会長 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育課程等検討部会は教育内容作りのため、学校関係者のみで構成

する。担当は学校教育部長と教育指導課長。検討内容は、学校教育目標

や方針、学校像、教育課程、シラバス、年間行事計画、週時程、日課表、

児童会・生徒会の組織や部活動、統合前学校間交流等。校長は山波小学

校の横松校長が部会長、長江中学校の播磨校長が副部会長。教頭は記載

の２名で、教務主任、研究主任の参画を得て、教育委員会は山藤と才谷

が担当する。教育課程等検討部会についてはＰＴＡ・育友会の参画はな

いが、検討内容については開校準備委員会で報告しながら進めていく。 

 

部会の育友会・ＰＴＡ代表とは各部会１人ずつということか。 

 

 

まずそれ以外の留意事項を先に話をさせていただく。 

開校準備委員会は、月１回程度の開催を基本とする。今日が１０日な

ので、毎月１０日あたりを基本として開催をさせていただきたい。時間

は１９時から２時間以内。できれば１時間半ぐらいでと思っている。会

場は市役所を想定している。オブザーバーの出席はしていただいて結

構である。代理出席は、育友会・ＰＴＡ会長が来ることができない場合

があるため、していただいて結構である。 

部会について、保護者の出席は１名でも２名でもよい。ローテーショ

ンでの参加については、何人かでチームを組んで出席するというのも

よい。誰も参加しないということのないよう、配慮いただきたい。 

開校準備委員会はいろいろ決めていく決定機関になるため、採決は

できるだけ全員一致となることが望ましいが、必ずしもそうならない

場合には、多数決を採用させていただきたい。半々になった場合は、委

員がちょうど１７人であるため、委員長が決定させていただく。 

委員会は非公開を基本とさせていただきたい。意見交換会の時も意

見が言いにくいのでマスコミは入れなかった。ズームでの中継は要望

によって行ったが、今回は行わないということとさせていただきたい。

今日は冒頭のみ取材を受け入れたが、基本はなしということにする。 

部会については、開校準備委員会で、各部会にこんなことを協議して

欲しいと諮問して、部会で協議を行うことになる。諮問を受けて月に１

回、または２回程度の開催となる見込みである。 

保護者は複数名を選出していただいてローテーションで参加するこ

とも可能である。総務等検討部会と生徒指導等検討部会は、保護者の参

加があるため、夜の開催を基本とする。その場合、教諭は全員が参加す

ることが難しいかもしれないが、各校１名は教員も参加するというこ
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長江小学校長 

 

小柳委員長 

 

久保中学校ＰＴ

Ａ会長 

 

小柳委員長 

 

 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とで、確認させていただく。教育課程等検討部会は、教職員のみの部会

であるため、基本的には勤務時間内で開催する。 

部会は担当部会長の所属校での開催を基本とする。総務等検討部会

は土堂小学校で、生徒指導等検討部会は長江小学校で開催する。 

 

教育課程等検討部会は山波小学校での開催でよいか。 

 

教育課程等検討部会は山波小学校での開催が基本となる。 

 

複数名が部会に出席することはよいということだったが、その時に

誰が出席するかということはどう伝えればよいか。 

 

当日出席する方の名前は事前に連絡していただければありがたい

が、そうならない場合もある。当日その場で確認する。誰も出席者がい

ないということがないようにしていただければよい。 

 

次に、スケジュールについて、資料３をご覧ください。スケジュール

案の左側の欄を見ていただくと、上から開校準備委員会、総務等検討部

会、生徒指導等検討部会、教育課程等検討部会、最後に教育委員会とあ

るが、決めなければいけないものを記載している。資料３は、これまで

に統合を行った学校での協議スケジュールを参考に、久保・長江中学校

区に当てはめたものであり、現段階での想定なので、途中で変わってく

る場合もありうるが、大体このようなスケジュール感だと思っていた

だきたい。 

校名の選定は非常に重要になる。この後、詳しく話をさせていただ

く。生徒指導等検討部会の中の、学校規程品や通学路の選定等について

も、今年度中の早い段階で考えていかないといけない。制服を選ぶとい

うのではなく、例えばどの範囲まで揃えていくのか、令和７年４月の開

校時に一斉に制服を変えるのか、それとも学年進行で変えていくのか。

体操服もどうするのか。そのあたりが重要で、制服の選定は来年度にな

ってくると思う。基本的には新入生は自費で購入するようになるが、在

校生が一斉に変えるということになると、教育委員会から１着までは

支給させていただいているので、そういった部分について保護者の考

えもお聞きしながら、どうしていくか検討していただきたい。また、通

学については、通学路をどう選定していくのか、小学校においては路線

バスを活用した通学支援をどの範囲にしていくのか、これらは案がな

い中では話ができないので、教育委員会が案を出しながら検討してい
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長江中学校育友

会長 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

 

 

 

久保小学校育友

会長 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

 

 

久保小学校育友

会長 

 

 

 

小柳委員長 

 

 

ただくということと、山波小学校区のバスの支援については、要望もい

ただいているので、教育委員会としては検討をしていきたいと思って

いる。通学の安全確保については、説明会の中で、保護者や地域の方か

ら多く意見をいただいているので、ぜひ進めていきたいと思うし、長江

通りの安全確保については、学校や保護者、地域、それから尾道北高

校、警察等による、できれば連携組織みたいなものを立ち上げて、みん

なで考えていきたいと考えている。 

 

校名は１つか。例えば、小中一貫教育校なので、全ての学校が同じ名

前になるのか。山波小学校は山波小学校なのか。 

 

校名を決めるのは、新設小学校と新設中学校。山波小学校はそのまま

山波小学校である。小中一貫教育校は、全国的に学園名をつけていると

ころが多い。例えば府中市の府中中学校と府中小学校で府中学園、府中

第一中学校は、小学校が４つあるが、府南学園。学園名をつけるかどう

かは、また皆さんにお諮りする。子供たちも親しみやすくなるし、山波

小学校との一体感を考えた場合には、学園名があった方がいいという

考え方もあるので、また後日提案させていただきたい。 

 

部会で決まったことの決定権は次の開校準備委員会になるというこ

とで間違いないか。 

 

例えば、校章や校歌は総務等検討部会で話し合い、部会としてはこれ

がいいと言っても、開校準備委員会で再度議決を採るというようなイ

メージである。最終決定権は開校準備委員会にある。部会で検討した内

容を報告していただき、開校準備委員会で覆ることはないと思うが、そ

ういう可能性もある。教育委員会の職員もいるので、当然そういったこ

とがないように事前調整はさせていただきたい。 

 

資料３に、開校準備委員会は校名だけを選定するようになっている

が、他の検討事項も最終決定をするということが分かった。部会はいわ

ゆる採決を採ったりするような場ではなく、部会としての意見をまと

めるようなイメージでよいか。 

 

部会での多数決は、当方側は思っていない。意見としてある程度まと

めてもらい、最終的に開校準備委員会で決定していく。 
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久保小学校育友

会長 

 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

 

三浦副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久保小学校育友

生徒指導等検討部会について、基本的には夜の開催だと聞いたが、通

学路の合同点検は、昼にやるしかない。昼に出席できる人と、夜に出席

できる人の２名体制にしてもよいか。 

 

通学路の合同点検は昼に行う。できれば通学時間帯に行うのが好ま

しい。例えば、朝の登校時間帯、夕方の下校時間帯でやるのが一番状況

がよく分かると考える。 

 

（開校準備委員会の組織等について他に質疑なし） 

 

閉校記念事業について、資料４の補助金交付要綱は意見交換会で１

度見ていただいているが、改めて確認をさせていただく。 

 

（閉校記念事業補助金交付要綱 朗読） 

 

この要綱に、「閉校記念事業を行うことを目的に組織された団体に対

し」とあるので、例えば○○小学校閉校記念事業実行委員会といったよ

うな組織を地域の方々も入っていただいて立ち上げることになる。閉

校記念事業実行委員会は、今後、各地域と、どういう組織を作っていく

かについて、相談をさせてもらいたいと考えている。これまで説明会を

開催させていただいた際の窓口になっていただいた方とまずは話をさ

せていただきたい。閉校記念事業の対象校は、山波小学校は今回閉校し

ないので、久保小学校、長江小学校、土堂小学校、久保中学校、長江中

学校の５つの学校である。 

補助対象経費は、第４条にあるように、閉校となる学校の記念誌を発

行する経費、記念碑の建立に要する経費、閉校式を行う費用、それ以外

にも、記念事業に要する経費であって市長が補助対象経費として適当

と認めた経費となる。ただし、意見交換会でも質問があったが、飲食の

経費は対象とならない。閉校式におけるお土産は対象となりうる。 

補助金額は、第５条にある通り、一般的には２分の１と定めてある

が、この度の統合は地域の小中学校が同時期に統合する場合に該当す

るため、１校あたり１５０万円である。補助対象経費の４分の３以内の

額であるため、仮に２００万円使えば上限を１５０万円として補助さ

せていただくということになる。仮に２００万円を使えば、５０万円は

地域の方々にお願いをするような形にはなる。 

 

閉校事業実行委員会は、育友会やＰＴＡではないということか。 
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会長 

 

三浦副委員長 

 

 

 

 

久保小学校育友

会長 

 

 

 

三浦副委員長 

 

久保小学校育友

会長 

 

 

 

三浦副委員長 

 

 

久保小学校育友

会長 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

 

 

 

久保小学校育友

会長 

 

 

 

 

育友会やＰＴＡにも、閉校記念事業実行委員会に入っていただくこ

とになる。ただ、育友会・ＰＴＡだけではなく、地域の方々も、学校の

歴史を背負っているので、まずは地域の方々と相談をさせていただき、

その中にＰＴＡ・育友会の方も入ることになるだろう。 

 

補助金は、まずはこんな事業をしますよという申請をして、その申請

を教育委員会で認めていただいて、初めて事業が実施できるというイ

メージでよいか。補助金交付申請書というのがあるが、そこで認められ

た経費は事業を実施する前にもらうことは可能か。 

 

はい。詳細の手続きはまたお示しする。 

 

今回、小学校と中学校が同時期に閉校になるが、これは、小学校と中

学校が一緒に閉校事業をしないといけないというわけではないという

ことでよいか。また、小学校と中学校のそれぞれに１５０万円を上限に

交付するということか。 

 

一緒に閉校事業をしないといけないということではない。補助金額

は、各校について上限１５０万円である。 

 

閉校事業をまるごとイベント運営会社に委託するようなことは今ま

であったか。 

 

これまでにはない。補助金を交付するには、受け皿となる団体を作っ

ていただくことが一番大切で、これまでは、閉校記念事業実行委員会と

いった組織を地域ごとに作られて、地域の方がメインだが、ＰＴＡの参

画や教職員の参画があってそういう受け皿団体を作っていただき、そ

こに支出していった。今の話は新たな発想だと思うが、これまでは実行

委員会を作って、地域の方が「こんなことをやったらいいな」「こんな

ことをしたいね」「これやろうや」という話をしていただいていた。 

 

例えば記念品を作るにしても、それぞれの事業者にいろいろ発注を

して、看板を作るなら看板屋さん、記念碑を作るなら記念碑を作る業

者、かつては１つずつお願いをしていた。そこにイベント会社の方がい

て裏方の事務を全部してくれるような、それはないということですね。 
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久保中学校育友

会長 

 

 

三浦副委員長 

 

 

 

 

 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉校事業は地域がメインと言われるが、立ち上げは地域の方が、その

後にＰＴＡが入っていくっていう形か。同時の立ち上げか。立ち上げの

最初のきっかけの組織は、地域とＰＴＡのどちらになるか。 

 

地域の組織と育友会の組織は別のものではなく、一緒にやっていく

ものとなるが、まずは地域の方に相談をさせていただいて、地域の思い

を汲みながら、ＰＴＡの方にも一緒に入っていただいて、やることは一

緒にやっていく。そのようなイメージを持っている。 

 

（閉校記念事業について他に質疑なし） 

 

縦６の校名選定方法についてだが、これは非常に重要なものになる。

先ほど申したように、校名選定は新設小学校と新設中学校が対象とな

る。校名の選定は、一般論で言うと、例えば開校準備委員会で選定する

方法もあるし、各所属団体がそれぞれ案を考えてきて提案し、その中か

ら選んだりする方法もあったり、校名を公募してその中から開校準備

委員会が選定委員会の役割を担って選ぶ方法とか、様々あると思う。例

えば公募をするのであれば、どの範囲まで公募するのか、全国なのか、

市民に限るのか、保護者の方に限るのか、子供を対象にするのか、様々

な場合がある。私たちとすれば、できれば開校準備委員会の中で選定を

することとしたいと思っている。理由として、まず今年度中には校名を

決定しないと来年度の検討がスムーズに進まない。開校準備委員会で

は案の選定はできる。しかし校名の決定権は議会にある。議会の開催時

期は１２月と３月、その次は６月になるので、３月がリミットだと思っ

ている。逆算していくと、２月の教育委員会会議で、市議会にその議案

を提案しますということを議決しないといけない。従って、２月の教育

委員会会議で、校名案についてまずは議決をさせていただく。そして３

月の議会に提案をし、議会に議決をしていただくという手続きが必要

になる。そうなると、案を公募してやるというと、時間的にかなり厳し

いということと、後ろ向きに聞こえるかもしれないが、校名決定でトラ

ブルになっていることがいくらかある。数の少ない案が、こういう委員

会で「何でそれが選ばれたんだ」っていうのでひっくり返って、結局校

名が開校に間に合わなかったか、間に合ったがギリギリになってしま

ったというのもあったりで、私たちとしては、開校準備委員会で案を絞

り、教育委員会会議、それから議会の方へという流れを作っていくこと

ができればというふうに思っている。開校準備委員会の中では、今のと
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ころは、私たち教育委員会で案を５つぐらい、これは私たちの思いつき

ではなく、いろんな方の知見を今聞いているところだが、次回１１月の

開校準備委員会で提案させていただければと思っている。当然、理由も

付して、皆様方に提示させていただきたい。１１月で提案させていただ

いて、１２月は途中経過になるかも知れないが、１月の開校準備委員会

では絞っていきたい。その間に、ＰＴＡでその案について検討していた

だきたいと思うし、教育委員会としては、地域の方からの意見も聞いて

いかないといけないと思っている。いろんな団体もあるので、そういっ

た方の意見も聴取したり、後からハレーションが起きないように、いろ

んな方からの話を聞いてまいりたい。地域の方からの聴取ということ

で、皆様方からいい考えがあれば、またお聞きしたいが、私たちとすれ

ば閉校記念事業の実行委員会等に案を持っていって、地域の方のご意

見をお聞きするというようなイメージでいる。また地域の方への意見

聴取の場としてはどのようなものがあるのか考えていきたい。地域の

方々の参画をどういう形でしていただけるのかということが１つのポ

イントになってくると思うので、保護者と教育委員会だけで決めたと

いうことにはならないようにしたいと思っている。まず校名の決め方

について、様々な考え方はあると思うが、１つの案として、私たちの考

え方を提示させていただいた。次回の１１月の開校準備委員会で案を

提示させていただいて、１月の開校準備委員会で絞っていきたい。２月

の教育委員会会議、それから３月の議会を経て決定という道筋を今考

えている。 

 

学園名は校名と別か。議決事項か。後でも決められるか。 

 

 

説明が不足していた。学園名は議会にかける必要はないため、年度内

に決めなければいけないというものではない。 

 

他に意見がなければ、教育委員会の今の提案について、皆さんの知恵

をいただきたいと思うが。今のような進め方でよろしいか。ここだけ

は、重要事項なので、みなさんの意見をいただきたい。 

 

あまりにも想像もできないところが私たちにもあるので、提案して

いただき、意見を聞いていただけたらありがたい。その案を持ち帰っ

て、学校で保護者に聞いてみたり、地域の方とも話をしながら進めてい

ければと思う。 
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おっしゃる通りだと思う。開校準備委員会で、ある程度案を絞ってい

くっていうところだけ、皆さんの同意がいただければ、私たちもそうい

うふうに動いていくし、当然１１月に示したものについては、持ち帰っ

て、いろんな方の意見を聞いていただいたり、新たな案も当然出てくる

かも知れない。それはまた持ってきていただければよいし、私たちが案

を５つ出したとしても、それが６つになってもいいと思う。いろんな知

見を持たれている方が、地元や保護者の方にいらっしゃると思うので、

それは大歓迎である。ただ、１つには絞っていかないといけないので、

そういう作業をここでさせていただくということで、共通認識を持た

せていただければと思う。 

では、皆さんで共通認識を持たせていただいたということでよいか。

これは教育委員会主導で決めたということにはしたくない。皆様方も

思われていると思うが、いろんな方の意見を聞く中で、みんなが納得す

るだろうというようなものを選んでいきたいと思うので、また、お力を

お貸しいただければと思っている。 

 

それでは次の縦７の保護者や地域への周知について説明します。 

 

これから新しい学校を創っていくということに、保護者の方々も地

域の方々も、大変興味を持たれている。開校準備委員会でどのようなこ

とが話題になり、どのような話し合いがされ、こういうことが決まりま

したということについては、「開校準備委員会だより」を出していきた

い。月１回ペースで発行するイメージとなる。保護者へ配付。地域へ回

覧。教育委員会のホームページにも掲載する。 

 

議事録については、意見交換会や地域・保護者説明会は一言一句全部

文字起こしをしたが、開校準備委員会については、概略版をホームペー

ジに載せたいと思っている。ただ、校名の検討内容については、市民の

方や議員の関心が高いと思うので、記録をしっかりとらせていただい

て、これまで通りの記録をとらせていただきたいと思っている。 

保護者や地域への周知については、開校準備委員会だよりでオープ

ンにしていきたいと思っているが、９月２０日の意見交換会で、保護者

の方へ文書を配付して欲しいというご要望をいただいた。これについ

ては、９月２９日付、教育長名で各保護者に渡っているはずだ。教職員

への説明は、先週と今週で回らせていただいている。今週中には、６校

の小中学校の教職員に統合・再編が決まったということと、今後開校準
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備委員会が始まるということ、小中一貫教育校はこんな学校目指すと

いうことについて、話をさせていただき、統合は教職員の参画なしには

絶対になし遂げられないので、協力の要請を行った。 

それから、児童生徒への説明についてだが、教職員への説明が今週中

に終わるので、来週以降、校長先生から児童生徒へ、保護者の皆さん配

付した文書の中身をかみ砕いて、子供たちに分かりやすく話をさせて

いただくということで、どの学校も同じ中身になるように、打ち合わせ

を行っている。 

 

（保護者や地域への周知について質疑なし） 

 

縦８、その他について、次回開催日は、月１回の開催ということで、

１１月１０日金曜日、１９時から市役所で行いたい。この日程でよい

か。よろしければ、ご案内させていただきたいと思う。 

 

部会を動かしていきたいと思っている。まず、生徒指導等検討部会を

開催して、委員長の説明にもあったが、学校規程品をどのように切りか

えていくかとか、予算要求にも絡んでくるため、そういった内容につい

ても、ご意見を伺っていく。勝手ながら、準備期間等も含めて、第１回

の生徒指導等検討部会を、１１月１日水曜日、部会長の長江小学校で開

催をさせていただきたいと思っているが、ご了解をいただきたい。代理

の方でもローテーションでも結構ですので、誰かがいらっしゃるよう

お願いする。時間は、開校準備委員会に準じて、１９時の開会とさせて

いただいて、それ以降の回については、またそこで相談をさせていただ

く。 

 

 それでは、部会のメンバーが分かっている場合は、後ほど、教えて

ください。本日、スタートラインに立ったと思っている。皆さんと子供

たちのために学校を創ってまいりたい。 

今日は初回だったが、盛り沢山の中身だったので、不明な点や聞き漏

らしがあれば、事務局にお尋ねになっていただいて、私たちも対応させ

ていただきたいと思う。本日はお忙しい中、ありがとうございました。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。以上です。 

 

（終了 20:25） 

 

 


